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⾃⼰紹介

東北再⽣「私⼤쏗쏍쏒36」

「私⼤쏗쏍쏒36」쎅10年

쎕썿쎘
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⾃⼰紹介
⼤正⼤学総合学修⽀援機構DAC（主に初年次教育の部⾨）所属

宮城県の隣の⼭形県出⾝

サービスラーニングなどの実践系授業や活動を主に担当

専⾨は宗教学、被災地の宗教者・宗教団体の⽀援活動を調査

2013年3⽉に南三陸に初上陸（私⼤ネット36・いりやどのOP）

2014年夏から6回、Actの引率を務める

2017年からは地域実習、サービスラーニングツアーの担当

※この写真は初めて南三陸に⾏った時のものです（8年前）
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少しだけ自分の話

2011年3⽉11⽇쎂東京썾震災쎩経験

14⽇쎂「南三陸쎅被災쎅쏕쏯썗쏃」쎩⾒쎢

쏦쏳쏽쏐쎭쎬쎂⾏썦썪썿쎩考썟썶썣、家庭쎅事情썾断念

썴쎅後、썱썺썿後悔썣残썺썶쎕쎕썷썺썶

2013年2⽉쎂私⼤쏗쏍쏒36쎅案内썣届썤썰썧쎂応募

以降、南三陸쎂学⽣쎩連쎣썽⾏썦쏙쏠役썣使命쎂
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もう少しだけ自分の話
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3.11 震災被災地調査

サービスラーニング
3泊4日

地域実習
40日間

オンラインツアー
復興祈念イベント

2011 2013 2017 2020

南三陸との関わり



東北再生「私大ネット36」
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東北再生「私大ネット36」
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設⽴⽬的
私⼤쏗쏍쏒36쎆、東⽇本⼤震災後쎅復興쎂썙썶쎡、今後10年間쎂쎦썶썺썽、教育
的視点썢쎠⽀援活動쎩⾏썺썽썛썦썶쎘発⾜썮쎕썮썶。加盟校썣쎝쎢쎛썢쎂連携썮
쎁썣쎠、⾃由썾独⾃性쎅썙쎢活動쎩実施썾썤쎢環境쎩創出썮썽썛썦썪썿쎩⽬的썿
썮썽썛쎕썰。⽇本쎅次世代쎩担썝쎐썤今쎅⼤学⽣썣、現地쎂集썛、交流썰쎢中썾、
社会的視野쎩拡⼤썮、⼈間썿썮썽成⻑썮썽썛썦썪썿쎩期待썮썽썛쎕썰。

下線強調쎆報告者



東北再生「私大ネット36」
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加盟校⼀覧
全27校



東北再生「私大ネット36」
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主쎁活動

スタディツアー シンポジウム



2013.3 （私⼤ネット36）
いりやどオープニングプログラム
がれき撤去やいりやどの花壇づくりなど、復旧復興のた
めの作業に関わらせてもらった。いりやどでは多くの研
修を受け、南三陸で学ぶことの可能性が拓けた。



2014.9 （私⼤ネット36）
⼦どもと教育の現場から学ぶ旅
南三陸や気仙沼のさまざまな教育現場におもむき、こど
もたちと遊び元気をもらうとともに、⼤⼈たちの南三陸
ならではの教育理念をうかがった。



2015.3 （私⼤ネット36）
東北の3.11を感じる旅
3.11に関わる慰霊祭や追悼式典に参列し、ただただ祈っ
た。そして、⼦どもたちが安全に遊べる環境作りにたず
さわった。



2015.8 （私⼤ネット36）
⼦どもたちとともに未来を考える
学校の教育と⺠間の教育。南三陸における両者の連携を
考えるため、町の未来を真剣に⾒据えている⼤⼈たちに
話を聞いた。



2016.2-3 （私⼤ネット36）
東北の「復興」を創る旅
この1年後に仮設から本設へ移るさんさん商店街。そこ
を舞台に、新しいコンセプトを店主とともに創ることが
できないか、夢中になって考えプレゼンをした。



2016.8 （私⼤ネット36）
地域のコミュニティづくりを考える旅
震災から5年。仮設住宅から公営住宅へと移転が進む町
で、そこに住む⽅々とお茶を飲みながら会話を楽しんだ。
そして、コミュニティ再構築の難しさも知った。



2017.2 （私⼤ネット36）
地域のコミュニティづくりに関わる旅
半年前に会った⽅々にもう⼀度会いに⾏こう。ものすご
いスピードで町が変わるなか、この半年で何が変わり、
何が変わらなかったのか。その現実を⾒にいった。



「私大ネット36」の10年

1. 年表썢쎠

2. 쏡쏷쎺쏳쏪쎅数썿内容

3. 参加学⽣
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2月、さんさん商店街オープン

災害ボランティアセンターに登録し、がれ
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いりやどオープニングセレモニーの様子
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國學院大學からも企画・引率に参画
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清水建設さんが志津川小学校で行った木工教

室のお手伝いに行きました（Act2)

牡蠣の殻についたゴミを取るお手伝いを

しました（Act3)

あの日から丸3年 追悼式典

雪の残るなか町歩きを行いました（Act1）

気仙沼あそびーばーで流しそうめんを

行いました（Act4）
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20152015年春南三陸スタディツアー！
震災から4年

これからについて考えました

震災から4年経った南三陸町沿岸部の様子

こども達と物語を考えました（Act4）

南三陸町の林業に携わる方から講義

いただきました（Act1）

避難道としても使った

旧道を歩きました（Act2）

東日本大震災南三陸町追悼式（Ａｃｔ3）
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2015年夏南三陸スタディツアー！
「くらし」「いのち」「教育」「復興支援」

未来について考えました

「椿の避難路」のため、椿を植栽しました

（Ａｃｔ4）

現地の方の体験を聞き、「いのちてん
でんこ」について考えました（Ａｃｔ2）

再生可能なエネルギーについて

考えました（Ａｃｔ1）

沿岸部では嵩上げが始まっています

絵日記を通じて交流を深めました

（Ａｃｔ3）

南三陸ボランティア感謝のつどい

南
三
陸
町
T
歩
£

11

月1

#3

日

<
=
>
②
追
加
(
)
*



2016年

2

月15

#18

日

23

#26

日

2

月29

#3

月3

日

<
=
>
①
生
産
者
i
出
会
H
旅

<
=
>
②
w

復
興
�
S
T
物
語
M
聴
Ê
旅

<
=
>
③
東
北
Tw

復
興
�
M
創
O
旅

9

#
12
日

<
=
>
④
森
·
里
·
海
·
人
M
Ò
C
É
D
�
�
5
`
a
M
考
®
O
旅

6

月11

日

年
春
南
三
陸
�
�
Ü
a
(
)
*
報
告
会
開
催

2016年春南三陸スタディツアー！
震災から5年 様々な視点から
現地の「復興」を考えました
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日時：平成 28 年 6 月 11 日（土） 

13：30～16：00（13：00 開場） 
会場：大正大学３号館２階（豊島区西巣鴨 3-20-1） 

地域創生学部ラーニングコモンズ１ 
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13：00 開場・受付開始・ポスターセッション  
13：30 開会セレモニー  

13：35 活動報告（Act1、Act2、Act3、Act4） 

14：15 休憩・ポスターセッション  
14：40 意見交換会 

15：40 総括 

16：00 閉会セレモニー 
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東北再生「私大ネット 36」は、東日本大震災後の復興にあたり、2022 年 3 月までの期間、教育的視点から支援活動
を行っていくため発足しました。加盟校がゆるやかに連携しながら、自由で独自性のある活動を実施できる環境を創
出していくことを目的としています。日本の次世代を担うべき今の大学生が、現地に集い、交流する中で、社会的視
野を拡大し、人間として成長していくことを期待しています。 
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一次産業の体験を通して復興を

考えました（Ａｃｔ1）

住民の方と一緒に物語を

作り上げました（Ａｃｔ2）

新たなさんさん商店街をイメージして

療品などの提案をしました（Ａｃｔ3）

自然（森･海）と人の共存について
考えました（Ａｃｔ4）
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2016年夏南三陸スタディツアー！
今だけの町の姿

昔からの町の姿に触れました
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仮設住宅・公営住宅などでお話をうかがい、

コミュニティについて考えました（Ａｃｔ1）

小さな集落を訪れ、その様子を映像にまと

めました（Ａｃｔ2）

水産加工物の製造販売を体験し、関東で

実際に販売しました（Ａｃｔ3）

南三陸町追悼式 道路を挟んで臨む防災庁舎
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日

2017年春南三陸スタディツアー！
町の未来を見据えた活動を

実施しました

2017年

仮設･公営住宅で交流を深めました

（Ａｃｔ2）

南
三
陸
町
T
歩
£

道の駅で南三陸の物産を販売しました

（Ａｃｔ1）

サイエンスをテーマにツアーを企画

しました（Ａｃｔ3）
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2017

  

スタディツアーごとに活動の
報告を展示します！ 
大勢の前では質問しづらいこ
とも、1対 1で聞きやすい環境
です！ 

報告会参加学生みんなで
グループワーク！ 
誰でも参加しやすく、スタ
ディツアー参加学生がフ
ォローします！ 

スタディツアー参加学生によ
るパネルディスカッション！ 
何を感じて何を学べるの？ 
学生同士で率直な意見交換を
おこないます 

加盟校のスタディツアー
参加学生による Act1・
Act2・Act3 ごとの活動報
告！ 
私大ネット 36 ってどんな
ことをするの？ 

東北再生「私大ネット36」2017年春 

! "攅沙沢河汻沰決泲榭
, - . 榭

大正大学７号館２階ラーニングコモンズ 

お申込みはこちらから  https://goo.gl/forms/wnPM7AvVxIEwjqMy1 

東北再生「私大ネット 36」加盟校 

運営幹事校：こども教育宝仙大学、埼玉工業大学、大正大学 
加 盟 校： 大谷大学・大谷大学短期大学部、学習院大学、京都華頂大学、京都ノートルダム女子大学、京都文教大学 

國學院大學、駒澤大学、淑徳大学、女子栄養大学、大東文化大学、鶴見大学、帝京平成大学、東海学園大学
東京音楽大学、東京女子大学、日本女子大学、白鷗大学、花園大学、佛教大学、松本大学、身延山大学 
立教女学院短期大学、立教大学、立正大学（50 音順） 

活動報告
パネル
ディスカッ
ション

グループ
ワーク

ポスター

セッション

平成29年６月３日 

13:30～16:00（13:00 開場） 

土 

などに関心のある 

学生･教職員の 

ご参加をお待ちしています！ 

豊島区西巣鴨 3-20-1（都営地下鉄三田線｢西巣鴨駅｣下車 2 分） 

お問合せ： 
事務担当校（大正大学 地域構想研究所 フィールド 
学習センター） 
TEL 03-5394-3062  Email info@shidai-net36.jp 

13：30 14：20 

15：10 常設 
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月4
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日

2017年夏南三陸スタディツアー！
人や人が作り出すまちを
五感で感じました

ロボットや紙飛行機などをこどもたちと

楽しみました（Ａｃｔ1）

現地のお宅を訪問し郷土料理を味わいまし

た（Ａｃｔ2）

まちの集会所で交流を深めながらまち

づくりを考えました（Ａｃｔ3）

左奥に小さく見える防災庁舎
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2018年春南三陸スタディツアー！
“今”の南三陸の声を聴き

自らの生き方・働き方を考えました

2018

サバイバル体験やマインドフルネスを

通して、自らの未来について考えまし
た（Ａｃｔ2）
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2018年夏南三陸スタディツアー！
セルフケア、食文化、ものづくりを

テーマに実施しました
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南三陸町追悼式

2018年
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テレフォノスコープで人々の声を集め、南

三陸の「今」について考えました（Ａｃｔ1）

山のアクティビティ：行者の道を散策し

自らと向き合いました（Ａｃｔ1）
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#30

日

南三陸の海水を利用し、塩づくりを行

いました（Ａｃｔ2）

災害に備えるための“もの”づくりについて

学びました（Ａｃｔ3）

防災庁舎

2019年
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2019年春南三陸スタディツアー！
南三陸から学んだことを

一人一人ができることを考えました
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2019年夏南三陸スタディツアー！
食文化、震災、セルフケアを
テーマに実施しました

9

月3

#6

日

小学生のみんなとキャベツ1個の葉っぱ
の枚数を数えました（Ａｃｔ1）

デジタルデトックスで携帯電話がない4
日間を過ごします（Ａｃｔ3）

高台に囲まれた防災庁舎

南三陸の日の出を臨む（Ａｃｔ1）

南三陸町役場の方の防災に関する講和（Ａｃｔ32

南三陸の魅力のひとつ田束山（Ａｃｔ2）



プログラムの数

22

55
※쎽쏷쏔禍썾中⽌썿쎁썺썶2020年春쎩除썦



プログラムの内容

23

2012年-2014年 生活支援期（ボランティア）

2015年-2017年 探究実践期（スタディ）

2018年-2019年 価値共創・自己研鑽期

2020年-現在 オンライン挑戦期

⼤学・⼤学⽣ができる復興⽀援
1. ⽀える
2. 交流する
3. 学ぶ
4. つなぐ
⽴教⼤学コミュニティ福祉学部2016『復興⽀援ってなんだろう︖』



24

⽣活⽀援期（ボランティア）
• 本当に大切なコトに出会う旅
• 復興への希望の旅
• 初めての被災地・初めてのボランティア
• 祈りの形を探る旅
• 津波の記憶を繋ぐ旅
• 里山・里海を守る旅
• 子どもと教育の現場から学ぶ旅

探究実践期（スタディ）
• 東北の3．11を感じる旅
• エネルギーのあり方を考える
• 南三陸で「いのち」について考える
• 子どもたちとともに未来を考える
• 「復興」への物語を聴く旅
• 森・里・海・人をつなぐコミュニティを考える旅
• 地域のコミュニティづくりを考える旅
• 地域のコミュニティづくりに関わる旅

価値共創・⾃⼰研鑽期
• 南三陸のこどもたちと元気を共有する旅
• 風土とフードをめぐるコミュニティデザイン
• 「生き心地の良い」まち作りを考えるツアー
• 君たちはどう生きるか
• Reborn（再生）～セルフケア力を養う～
• 南三陸ソルトツアー ―風土と人々に出会う塩の旅―

• 南三陸の魅力を情報発信しよう！
• 防災～あの日の震災を忘れない～

オンライン挑戦期
• 自分の目線で、南三陸の魅力を伝える！～水産資
源のワークショップ～

• “ＶＲ”しごとツアー～南三陸の同世代と考える未
来の働き方～

• 南三陸公式youtubeチャンネルをバズらせろ！



参加学生延べ人数
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1,257



参加学生大学別内訳
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合計 学生
教
員
職
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立
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1382 1257 739 223 14 15 43 128 58 2 1 17 11 6 81 39 5



参加学生推移
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まとめ

南三陸の復興ニーズ、町の変化とともに歩んできた10年

震災とコロナ、価値・価値観が大きく変わった10年

復興に大きく・多く大学生が関与した10年

震災が「遠い」世代が大学生になってきた10年

少子化時代に「大学」の在り方も変わった10年

着実に蓄積してきた10年
28



個人的には

29



ご清聴ありがとうございました！

30

そして、私大ネット36、本当にありがとうございました！
https://stutais365-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/sl1b_saito_odai_tais_ac_jp/EqgeR_dpl7pJu-
4WoiB2gVUBjzABofoimRHCEv07akohIA?e=u1gCGR
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榤哅

乃⴫䷷罫 ؔطؼِٖؤ

熖㛻סعشؾ⶟└ꣁס׫靹春
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熖㛻סعشؾ⶟└ꣁס׫靹春



熖㛻عشؾ⹆ⱶ☔丗
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二٭ذؼٓסّٚءٞو

鞕ꄆذ٭ظء٤ؔطآ٭ُם



震災前までは隣り合った漁師でも 

連携することはなかった。 

たくさんの学生が訪れてくれることで 

漁師も協力して漁業体験の受け入れなどを 

行うようになった。 

SNSへの挑戦や、 

実際にプログラムを体験してもらって 

学生目線でフィードバックをしてもらったり。 

学生との交流からたくさんのヒントを得ています。 

高橋直哉さん 



榤哅

乃⴫䷷罫 ؔطؼِٖؤ

熖㛻סعشؾ⶟└ꣁס׫靹春





槄כ׽־זװמ䥁ׄ׾

骰鲣׶ה⩖ֽם؆ֽ㡈׶ה؆



震災があっても失われなかった 

昔から根付いてきた文化や風習。 

私たちにとっては当たり前のものでも 

学生たちは「すごい！」「おもしろい！」 

とリアクションたっぷり。 

そんな学生たちに伝えることで 

私たち自身も町の文化や風習をもう一度 

見つめ直すことができたんですね。 

工藤真弓さん 
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熖㛻סعشؾ⶟└ꣁס׫靹春
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大学生が町を歩いているってことは 

震災前じゃ考えられなかったこと。 

震災で町がなにもなくなったなか 

入谷の農村地帯を学生が歩いているだけで 

「ああいい光景だな」って思うんです。 

町にとっては、ここに来て過ごしてもらうだけでも 

ものすごい刺激をもらっているんですよ。 

地域がどんどん若返っていき元気になる。 

そんな不思議な存在ですね。 

阿部博之さん 







働くってどういうこと？
～私大ネット３６を通してわ
かった気づいた自分の価値観～

大正大学 心理社会学部 人間科学科 １年
谷垣 慶仁



概要

１,プログラムを通して気づいた社会での働き方に対する自分
の価値観

２，現在に活きていること

３，未来に活かしていきたいこと



現代の１年生
の現状
・自分も含めて、１年生ではあ
まり将来のことを考えていない
人が多い

・コロナ禍のなかで先輩との繋
がりが少ない



ぼけーっと毎日
生活しているこ
とに危機感を覚
えた



自分にとって働くとは？



プログラムでの気づき

•大手を目指して就職活動して東京で仕事をすることが
いいこと……？
•地方で自分の生活に合わせて仕事をするという選択肢



現在に活きていること
本や授業、テレビなどあらゆる媒体を通してい
ろいろな職業を知る意欲
社会に対する関心や人に対する共感に繋がった



これから活かしていくこと

•様々な職業を知って、インターネットや本、雑誌で調べる

•様々なアルバイトを実際にやってみること



Act1 “VR”しごとツアー
~南三陸の同世代と考える未
来の働き方~に参加して

こども教育宝仙大学こども教育学部 3年大森治弥



○プログラムを通して

•震災直後､多くの場面で判断力が必要とされたこと
•震災復興には2段階あるということ
•被災された地域の方々は｢新しい人たち｣に慣れて
いること
•震災からのこの10年は｢移住者メイン｣で考えられ
ていたこと



20代移住者の方々共通して

→自分の｢理想とする未来｣に対して見つめ､
創造できる日々を過ごせている。



｢やりたかったことは？｣

しごとに対して受け身な考え方が無くなった
Ⅱ

充実した働きがいのあるしごとに
携われているということ

挑戦し始めることにタイムリミットはない



○プログラム終了後どのように生かして
いるか

•将来のしごととして挑戦したいことを具体
的に考える。

•今できる経験や知識を得られる機会に積極
的に向き合う。



｢理想とする未来｣のために

前向きに挑戦していく勇気を
もらえた貴重なスタディツアーでした。



私大ネット36に参加して

大正大学仏教学部仏教学科 4年

渡邉照正



何故参加したのか

大正大学の授業である
「サービスラーニング」という授業で
南三陸と大正大学の関りについて知り、
実際に訪れてみたかった。

実際はコロナ禍のため、現地には行け
なかったが、
VRならより現地の雰囲気を感じられる
のではないかと思い参加した。



参加する前の自分

VRって
どんな感じ
なんだろう

南三陸町はこの後
どうするの
だろう？



今回学んだこと

〇南三陸町の現状
・10年間で移住者がかなり増えていること
→着実に建物などが復興している。反面、Uターンする若者が減ってきている

・未来に向けた働き方を実践していること
→従来のやり方だけではなく、新しいことも取り入れている
また、移住者と地元の方も働きやすい環境が整っている。



参加した後の自分

「地元(千葉県成田市)
をもっと盛り上げたい！」
と思うように。

地元の現状は？今後の課題は？
→既存の空港・寺院ありきのまちづくりになっている
→従来のやり方を活かしつつ、
新しい形でもまちづくりはできないか。



今後どのように活かしていくか

〇参拝客
〇寺院関係者
〇地元民
〇空港関係者
〇海外からの観光客

それぞれの
枠を超えた
関係性の

構築を図る‼



今、出来ること

そのために今
地元のプロモーションを行う会社でアルバイトを行っている。

自分にとって何が大切か、何ができるかを
考えながら生きていく。

想い：皆が元気になる、人が多く集まってくるような街を作りたい！！





東北再生「私大ネット36」
10年間の軌跡-成果報告シンポジウム-
スタディツアー実施報告（ACT2）

2021年12月18日（土）
埼玉工業大学 キャリア支援センター

助教 藤田拓勧



南三陸町といえば？

見て、聴いて、嗅いで、触って、味わって、
“ 五感 ” で感じて欲しい！



講師としての私の思い

オンラインでやりましょう

対面でやりたいです！！
なんとか！お願いします！
（キラキラ丼食べたい！）



南三陸町に行ったことがない私

県またぎはなしで

せめて一度視察をさせて欲しい！
（志津川のたこ食べたい！）感染拡大リスクを考えると、

しょうがない・・・



企画の方向性



南三陸町
の未来

リアルな
体験

友達
ガクチカ ・ライブ配信

・現地のモノ

オンライン上で
チームワーク

南三陸町を
何かでPR



４日間のプログラム
９月１日（水）
オリエンテーション、南三陸町オンラインツアー
９月２日（木）
被災地オンライン見学、バーチャル食べ歩き
９月３日（金）
チーム課題中間発表
９月４日（土）
成果発表、全体の振り返り

＋ 日々のチーム活動
（研修時間外も・・・）



南三陸町
の未来

リアルな
体験

友達
ガクチカ ・ライブ配信

・現地のモノ

オンライン上で
チームワーク

南三陸町を
何かでPR



ライブ配信 × 現地のモノ

・南三陸町オンラインツアー
・被災地オンライン見学（語り部 阿部さん）
・南三陸町さんさん商店街

バーチャル食べ歩き



ライブ配信 × 現地のモノ 他にも
カレー
海苔
最中など



実際の様子①



実際の様子②



実際の様子③

モナカ



実際の様子④（はらこ飯体験）

みんなで
炊き込んで

のっけて
完成！



学生からの声（アンケート抜粋）

今回のプログラムを通して南三陸の震災の
様子と現在の様子を深く学べました。また、
オンラインの中継や現地の食べ物を通して
南三陸の魅力を知ることができて、とても満
足しています。



学生からの声（アンケート抜粋）

視覚や味覚などの五感を使って学び、
自然を大切にすることや命のありがたさを
学びました。

参加学生のみなさん
どうでしたか？



南三陸町
の未来

リアルな
体験

友達
ガクチカ ・ライブ配信

・現地のモノ

オンライン上で
チームワーク

南三陸町を
何かでPR



南三陸町PR × チームワーク



南三陸町PR × チームワーク

『 南三陸公式YouTubeチャンネルを
バズらせろ！ 』

→ チームごとに動画の企画案を立案
チーム対抗戦で優勝を競う！



参加学生

埼玉工業大 １７名
こども教育宝仙大 ０１名

計 １８名

４チームに分割 矢吹さん

他大学から
唯一の参加！



南三陸町PR × チームワーク



チーム対抗戦の様子①

埼工大OB・現役YouTuber
櫻井 勇治さん（ゆーじ君）

チャンネル登録者数
4.3万人



チーム対抗戦の様子②



学生からの声（アンケート抜粋）

参加前は、自分に自信がなく、何事も遅れ
てやっていました。参加後からは、自分に自
信が付き、何事も積極的に自らやるように
なりました。



学生からの声（アンケート抜粋）

プログラム参加前までは、自分の意見を伝
えることが苦手でした。ツアーに参加して、
自分に自信がつき、前よりも積極的に発言
できるようになりました。

一体どんな苦悩や成果が！？



より詳細な内容を参加学生より！



私大ネット36Act2
活動報告

【埼玉工業大学】
情報システム 3年 井上驗
心理 2年 杉山倖菜
機械工学 1年 楊直登

【こども教育宝仙大学】
幼児教育 2年 矢吹瑠菜



【埼玉工業大学】
情報システム 3年
井上驗



•南三陸町について学んだこと（ 楊 ）

•チーム活動で学んだこと（ 杉山 ）

•研修を終えて感じたこと（ 矢吹 ）

目次



南三陸町について学んだこと

【埼玉工業大学】
機械工学 1年 楊直登



1日目 2日目 3日目 4日目

チーム課題

成果発表中間発表オリエンテーション
南三陸町オンラインツアー

東日本大震災体験談
バーチャル食べ歩き

スケジュール・研修内容



1日目 2日目 3日目 4日目

チーム課題

成果発表中間発表オリエンテーション
南三陸町オンラインツアー

東日本大震災体験談
バーチャル食べ歩き

スケジュール・研修内容



・神割崎やさんさん商店街を始めとした
南三陸町のスポットを観光

・絶景スポットや施設を訪れ
南三陸町を知る

・「モアイスポット」と
呼ばれる場所も…

南三陸町オンラインツアー



神割崎
きれいな日の出がみられる
南三陸屈指の絶景スポット

隣接するキャンプ場はハイシーズンに
家族連れなどでにぎわう



さんさん商店街
ご当地グルメ「キラキラ丼」が
食べられる人気の観光スポット

建築家・隈研吾氏が設計
コンセプトは
「あたたかく・やさしい空間」



東日本大震災体験談

【語り部】

一般社団法人
南三陸町観光協会
阿部悠斗さん



被災時の状況

•被災当時は中学二年生

•通っていた学校の
体育館が避難所になる

•家族の安否もわからず不安

•避難した約300人のために
電源や飲み水を確保



絶望的な状況で不安になりながらも、
自分に出来ることをやり続けた



震災を乗り越えて…



•福興一や夏祭りなど、多くのイベントを開催。

•町内外、多くの協力により
活気のある街づくりを続けている。



これらの体験から学んだこと

南三陸町の豊かな自然を始めとした魅力

どんな状況でも自分に出来ることをする勇気

仲間と協力し、前向きに進み続ける姿勢



チーム活動で学んだこと

【埼玉工業大学】
心理 2年 杉山倖菜



1日目 2日目 3日目 4日目

チーム課題

成果発表中間発表オリエンテーション
南三陸町オンラインツアー

東日本大震災体験談
バーチャル食べ歩き

スケジュール・研修内容



南三陸公式YouTubeにアップする
動画の企画

チーム課題



動画企画が初めてで、
何から始めていいか

わからない アイデアが出ても
企画が難しい



チームでの会議中の様子



チームの会議中の様子

・方針が早く決まる 作業がスムーズに進んだ！

・早々に打ち解ける 楽しく活動できた！

・方針がなかなか
決まらない

切羽詰まった…



他の班は知らない情報を
GET!

浅野さんや藤田先生に
積極的に質問する

チームの会議中の様子



チーム活動から学んだこと
身についた力



チーム活動で学んだこと

自分から発言することが苦手だった

チームの雰囲気が良く、
積極的に話す力が身についた



チーム活動で学んだこと
作業がとてもスムーズに進み早い
段階で企画が完成したが、

細かい部分で見落としが目立った。

最後まで油断せず視野を広く持つこと
が重要だと知った。



優勝チームの取り組み

始めにどんなプレゼンが相手を納得
させることができるか？

より具体的な内容や数字を提示するの
が効果的と考えた。



優勝チームの取り組み

8h
多くを調査時間に費やす



優勝チームの取り組み

8h
多くを調査時間に費やす

数字やデータを活かした具体的な
プレゼンのやり方を学べた



研修を終えて感じたこと

【こども教育宝仙大学】
幼児教育 2年 矢吹瑠菜



今回知ることができた南三陸町の
観光名所を巡りたい！

南三陸町についての感想

南三陸町の美味しいものを堪能したい！

家族や友人と一緒に
旅行したい！



南三陸町を実際に訪れてみたい！



自分の得意
なこと

メンバーが
得意なこと

より良い

プレゼンの作成

チーム活動を通しての感想



自分の得意
なこと

メンバーが
得意なこと

より良い

プレゼンの作成

チームワークの重要さを改めて実感！

チーム活動を通しての感想



１人他大学から参加で緊張

不安

メンバーや先生方の
温かい雰囲気

チーム活動を通しての感想



１人他大学から参加で緊張

不安
私も意見言って
良いんだ！

メンバーや先生方の
温かい雰囲気

チーム活動を通しての感想

普段の自分でいられる



１人他大学から参加で緊張

不安
私も意見言って
良いんだ！

普段の自分でいられる

楽しい！

メンバーや先生方の
温かい雰囲気

積極的な意見チーム活動を通しての感想



おわりに



今回学んだことを活かして…

今後も南三陸町の復興に貢献したい！



今回学んだことを活かして…

チームワークで学んだことを活かして
社会に貢献していきたい！



ご清聴いただき
ありがとうございました！



ありがとうございました！



まとめ



南三陸町についての気付き

復興は” 見た目 ”だけではないこと
（人の心に残った傷、記憶）



スタディツアーに関する気付き

オンラインに「 決めること 」は簡単
オンラインで「 実施すること 」は困難

【重要なこと】
目的に沿ったオンライン・対面の使い分け



私大ネット36での気付きを未来へ・・・

東日本大震災で歩みを止めなかった
南三陸町のように、新型コロナに負けず
我々も前に進み続けることが重要
これで未来は切り拓ける！！



謝辞



ご清聴ありがとうございました
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